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職員勤続表彰実施要綱 

平成13年８月１日 

施行 

  

 改正 平成14年８月１日 平成15年８月１日  

   平成21年４月１日 平成21年８月１日  

   平成26年８月１日   

第１ 趣旨 

この要綱は、八王子市職員表彰規則の施行について、必要な事項を定めるものとする。 

第２ 対象職員 

当該年度の８月１日（以下「基準日」という。）に在職していた、又は前年度の８月２日以後に

退職した常勤の一般職職員（再任用短時間勤務職員、臨時的任用職員及び任期付職員を除く。）の

うち、次の各号のいずれかに該当する者で当該表彰を受けていないものを対象とする。 

⑴ 勤続15年表彰 

 基準日現在、満15年以上勤務する者で、勤務成績が優良なもの 

⑵ 勤続30年表彰 

次のいずれかに該当する者 

ア 基準日現在、満30年以上勤務する者で、勤務成績が優良なもの 

イ 当該年度の定年退職予定者のうち、基準日後、当該年度３月31日までに満30年以上勤務する

こととなる者で、勤務成績が優良なもの 

ウ 前年度８月２日以後退職した者（死亡退職した者は除く。）のうち、満30年以上勤務した者

で、勤務成績が優良であったもの 

第３ 基準日以降の勤務状況による取扱い 

勤続表彰該当者が基準日から表彰日までの間において次の各号に掲げる状態になったときは、そ

れぞれ当該各号に掲げる方法により取り扱う。 

⑴ 病気休職 

ア 基準日において病気休職中の者は、対象外とする。 

イ 基準日後において病気休職となった者は、対象とする。 

⑵ 所在・生死不明 

ア 基準日において所在・生死不明の者は、対象外とする。 

イ 基準日後において所在・生死不明となった者のうち、表彰日においてなお不明であるものは、

対象外とする。 

⑶ 組合専従 

ア 基準日において組合専従中の者は、対象外とする。 

イ 基準日後において組合専従となった者は、対象とする。 

第４ 勤続年数の算定方法 

勤続年数は、次に掲げる方法により算定する。 

⑴ 職員としての在職期間中に中断期間がある場合には、それぞれの在職期間を通算する。 

⑵ 本市職員以外の公務員としての在職期間を有する者のうち、任命権者の要請により職員となっ

た者の当該在職期間はこれを通算することとし、その他の者に係る当該在職期間については通算

しない。 

⑶ 基準日現在において算定した勤続年数に１年未満の端数があるときは、これを切り捨てる。 

⑷ 心身の故障による休職（公務災害に起因するものを除く。）の期間がある場合には、その２分

の１の期間を除算する。 

⑸ 停職期間がある場合には、その全期間を除算する。 

⑹ その他、勤続期間の算定については、「八王子市職員退職手当支給に関する条例」第９条の規

定の例による。 

第５ 表彰の方法 

⑴ 15年表彰 

氏名を公表する。 
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⑵ 30年表彰 

氏名を公表する。 

附 則 

この要綱は、平成13年８月１日より施行する。 

附 則 

この要綱は、平成14年８月１日より施行する。 

附 則 

この要綱は、平成15年８月１日より施行する。 

附 則 

この要綱は、平成21年４月１日より施行する。 

附 則 

この要綱は、平成21年８月１日より施行する。 

附 則 

１ この要綱は、平成26年８月１日から施行する。 

２ 改正前の第３の規定により、表彰を延伸され、又は表彰を行わないこととされた者に係る当該延

伸され、又は行わないこととされた表彰及び改正前の第５⑸の規定により、勤続期間の一部が除算

されたことにより、表彰が延伸された者に係る当該延伸された表彰については、平成26年８月１日

を基準日とする勤続表彰の対象とする。 


